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年

一

圓
八
十
錢

.
如

何

に

，
し

て

學

ぶ

べ

き

か

:

:

:
，
：
:
•
.加

田

哲

.
1

一

『

一
一
一
由
學
會
雜
誌

I

を
三
用
の
講
義
だ
と
す
れ
ば『

現
代
の
經
濟』

は
敎
授
の
私
宅
訪
問
で
す
。

■

紫
燬
を
燻
ら
し
な
が
ら
(0
.
お
話
を
娛
し
ん
で
い
た
ぐ
き
た
い
、の
で
す
0
懐
し
い
致
師
士
膝
を 

.
:交
へ
て
の
歡
談
の
裡
に
、
戚
：太
な
_
合
雜
誌
に
は
期
待
で
き
な
，い
痛
烈
.な
時
事
評
論
を
承
る
' 

こ
と
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
.で
す
':
0

r

田

學

會

し

_

_

|

:

_

道

：海

1

_

寶

：
©

義

析

|

其

：
|

_

增

井

幸

滋
に
遒
路
運
送
费
と
は
、.
.遒
|
上
の
颂
錢
機
關
の
；利
用
に
：對
し
て
支
拂
«
れ
：る
對
價
を
意
味
す
る
の
、で
は
な
く
、
.此
:0
運
：送
：行

爲

:;
5
: 

狩
ふ
嫁
收
靡
す
名
費
^
だ
意
味
す
る
.
0
:
:
:
.

例

{
:
.
ば
ぶ
公
衆
が
，
ク
を

家
具
の
遝
擺
を
ト
，ラ
‘ッ
ク
業
背
に
侬
賴
す
る
運
搬
賃
と
か
云
ふ
が
如
:#
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
是
等
の
タ
ク
シ
_丨
又
は
ト
ラ
ッ
ク
‘ 

を
運
用
す
巧
1

者
に
掛
つ
て
來
る
掼
の
：費
用
を
指
す
の
で
.あ
る
？
又
、
道
路
運
送
と
は
、
' 直
接
に
道
路
卜
：で
行
は
取
る
運
送
の
意
脒

で
あ
つ
で
、
道
路
上
忆
敷
設
さ
れ
允
軌
道
の
上
で
行
は
れ
る
運
送
灰
含
ま
な
い
。
例
へ
ば
•、
•本
邦
の
法
制
上
に
於
て
軌
道
と
呼
ば
れ
る
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則
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典
逍
路
上
把
敷
設
名
れ
た
も
の
で
.、
通
例
姑
路
面
電
単
と
呼
ば
れ
る
も
,<
0
が
大
部
分
を
卜
|-
1
め
て
焐
る
-が
、
之
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.道
路
述
送
欺
の
分
析W

其

の

效

用

'.
ニ 

(
U
3

ニ
四)

.•は
實
は
廣
義
の
鐵
道
の
'一
種
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
道
路
運
送
の
观
圍
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
.本
來
の
道
路
.の
路

面

上

に

於

て

.直

接

に

行

は 

、

るp
^

に
.も•

車
輛
を
利
用
す
る
も
の

-^
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
現
今
は
殆
ん
ど
總
べ
て
が
琪
輛
を
利
用
す
る
も
の
：.か
ら
成 

つ
‘て
居
る
。
特
に
近
來
は
自
動
琪
を
利
用
す
る
名
の
が
大
部
分
を
占
め
て
居
る
か
、
又
は
占
め
る
に
至
ら
ん
と
す
る
傾
向
に
在
る
。
故

：
 

に
、
，.玆
で
，は
自
動
取
運
送
に
要
す
る
费
用
を
採
っ
て
、
之
を
種
々
の
兄
地
か
ら
分
析
し
、
共
の
性
質
を
探
づ
，て
、
そ
れ
が
運
送
營
業
上 

竑
に
.交
通
政
.策
上
に
於
て
有
す
る
意
義
.の
一
端
を
示
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

.

1
K

ふ
ま
で
も
な
く
、
道
路
運
遂
は

{
方
で
は
道
路
を
利
用
し
他
方
で
は
自
動
^
を
利
用
し
て
行
は
れ
る
.か
ら

、

其

の

爲

の

^

抨

は

道 

路
と
自
動
班
と
の
双
丸
に
於
て
發
生
す
る
。
從
っ
て
道
路
の
赞
用
と
自
動
車
の
酱
と
に
分
け
て

■

す
る
必
要
が
あ
る
。
先
づ
前
者 

を
考
察
し
、
次
に
後
者
に
及
び
、
最
後
に
雨
#
を
綜
合
漪
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 
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道
路
は
其Q

建
設Q

爲
めQ

み

S

用
を
要
す
る
も
？

は
な
く
、
旣
に
完
於

t
て
現
に
利
用
さ
れ
っ
、
あ
る
道
路
に

就

て

取

て

：も

、 

そ
乜
は
苹
々
に
幾
何
か
の
費
用
を
要
し
て
思
る
も
.の
で
あ
る
。
此
の
費
用
は
、
分
析
す
れ
ば
少
く
も
次
の
如
き
截
目
に
分
た
れ
得
る
。

» :
設

費

の

利

子-:
'

|

«

'

| 
缝

.價「
「

一：：'ニ
“

.;
:

:

;

.

'

X

 
ベ
、
'
V:
M
$

 ̂

:
:
.
:
,

へ
.，：

)

づ

.
_
:
.

年

.々

：
の
：
道

路

費

.

,

w

i
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S

營
|

の
|

に
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社
f

 Q

他
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贾

金

)

に
ょ
々

5

f

れ

I

含

翁

設

費

#

f

营

選

 

:

费

中

S

上
す
る
必
要
f

こ

と

達

金

I

な
い
所
で
あ
る
が
、
m

部
が

i

收
入
X
薜

I

灸

^

I

I
合

^
. 

'

:

は
資
本
金)

を
以
て
裹
さ
れ
た
場
合
に
於
て
も
此
の
費
目
を
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。
藍
し
、
此
の
I

は
、
他
の
.
S

へ
の
支
出 

•

ょ
つ
て
f

る
べ
き
.利
益
I

牲
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ

り

、從
つ
て
道
路
の
爲
に
年
々
此
の
8

の

損

失

を

し

つ

i

 

も
の-

タ
な
ら
な

>
ヵ
ら
て
あ
る
。
咕
、
そ
の
利
率
と
繼
擎
限
と
を
幾
何
に

.
S

す

ベ

き

菜

間

題

i
な

衾

r

之
：を
公
賡
f

 

•

.つ
た
I

I

じ
て
*

f

t

と
は
不
當
で
は
あ
る
ま
い
。
即
ち
利
率
は
普
通
の
公
i

子
に
：f

t

f
ル
、
年
限
I

路
建
設 

S

.
つ
て
‘社
會
が
得
る
所
の
利
益
を
以
逐
設
費
が
償

¥

れ
終
る
ま
で
の
年
数
を
計
算
す
れ
ば
|

象

、

::
:
:
.
^
^
^
^

t̂

0

0

^
,
一

 

定

の

使

■

限

が

あ

つ

て

其

の

後

は

廢

黎

さ

れ

が

が

如

き

も

ね

、

例

べ

霞

*

、
產

、

 ̂

_

彻

等':'

04

そ
: ^

=

1

:

さ

，
^

る
も
：ので
あ
る
が
道
路
は
；愛

.

に
使
用
す

.

る
目
的
を

■

以
：蒸
ら
れ
維
持
さ
れ

.

て
居
る
の
セ

.

あ
づ
そ
、
大

_ 

奢

於

て
#

.

場

重

篏

I

な
い

.0

唯
、
交

通

舊
I

來
激
變
し
て
、

•

現

參

道

路

：の
ベ
一

I

使
用
さ
れ
歎

i

l

つ
'

て

'

慶

雀

れ
■

如

養

環
f

か

各

れ

ず

、.

又

將

逮

道

路

ヒ

争

る
l

i

l

を

i

■

て
f

l

■

は̂

^

.
後

れi

f

、へ
根
本
的
|

造
ナ
る
必
要
が
起
る
か
も
知
れ
、な
い
。
故
に
.、
斯
か
る
際
0'
;
廢
道
|

價
格
を
箅
出
す
る
爲
め
、(

|

改 

-

1

際
の
費
用
I

を
行
ふ
爲
の
準
備
と
し
て
、
減
價
を
計
上
す
る
こ
と
は
無
用
で
は
な
.い
の
f

る
。
但
し
、
.時
代
後
れ
と
I

し 

め
な
い
爲
に
漸
進
的
に
改
良
す
.る
方
針
を
加
味
し
い
次
に
揭
げ
る
維
持
費
I

し
卜

I

益
上
す
る
と
と
に
す

れ

ば

、

•

項
目
は 

省
略
し
‘て
.も
大
な
る
支
傳
は
來
さ
な
い
で
あ
ら
ぅ
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'
排
持

«

は
、
.
年
々
の
支
队
の
主
製
：部
分
を

_

成
す
る

9
思
ふ
に
、
道
路
は
売
成
し
た
と
一

k

ふ
一
事
を
以
て
萬
祺
が
終
つ
た
も
の
で
は 

.な

.く
、
.
そ
れ
を
常
に
完
全
に
利

.用

し

得

：る

狀

態
<の
下
に
避
く
こ

.と
を
耍
す
る
も
の
で
あ
る

‘が
、
道
路
は
使
用
を
開
始
す
る
や
否
や
忽
，ち

. 

a

々
:<
p

醫

：に

沾

タ

て

：太

小

^

霍
受
來
す
が
ら
ば
常
祐
維
持
費
を
：家
出

.し
汝
^

权
ぼ

^

.
:' ',
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;
:
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.
:ノ
ぺ
ノ
く
：
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:.
■

を
坐
じ
た
と
か
鋪
裝
が
傷
い
た
と
か
云
ふ
が
如
き
日
常
的
に
發
牛
：す
る
小
破
損
に
對
し
て
は
各
年
度

«

に
修
理
費
を
支
出
し
な
け
れ
ば
.，
 

な
ら
ず
、，

'

p

裝
に
も
大
體
の
生
命
が
あ
り
橋
梁
そ
の
，他
も
腐
朽
す
る
か
ら
、
數
牢
又
は
十
数
年
每
に
路
面
の
再
鋪
裝
や
橋
梁
の
架
け
換 

，養

ふ

|

_

如

1

々
|

る
修
理
を
行
は
な

X

ば
I

.
な
い
。

f

道
I

時
代
後
れ
と
な
ら
し
め

S

と
す
れ

f

記
.の 

如
く
に
改
良
を
加
味
し

.
'な
け
れ
ば

.な
ら
な
い
の
で
あ

.0
て
、
例
へ
ば
造
路
上
を
通
行
す
る
車
輛
が
逋
く
な
り
速

';
<
走
る
時
代
に
な
れ
ば

•
.
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;•
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• 

. 

.
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. 

.

.
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.
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.

.

.

.

.橋
梁
の
.：强
さ
を
.增
す
^
哀
.
4が
如
べ
.に
，
少
く
と
も
部
分
的
.の
.改
良
は
道
路
の
'廢
莱
:|
:
來
さ
し
め
ぬ
.爲

：に

は

是

弗

と

も

必

要

：
に

な

る

.
0 

ぐ
最
後
に
管
理
费
で
あ
冬
が
パ
之
ほ
遣
路
ぬ
淸
掃
ご
除
雪
フ
保
氣
”
點
燈
ノ
信
號
等
の
油
^

.

.

.

-

V 

• 

• 
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.
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..r,

■:
b
め
各
爲
に
..要
す
る
も
の
で
、
交
通
量
が
增
大
す
：

る
. ：

に
つ
れ
，て
益
々
そ
め
爲
の
物
的
設
備
も
入
的
勞
働
も
餘
分
.に
.
|
^
す
，る
^
と
"に
.な
る
。 

,
.此
の
費
目
.は
、
'霞
の
道
路
ノ
交
；通
量
0
1少
い
道
路
、
;:
'田
舍
地
：方

(0
.道
路
.に
於
-€
:は
童
；要
性
が
比
鉸 

交
通
量
の
多
い
高
：
 

級
：の
都
#
地

道

路

に

於

ゼ
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極

め

て
ー

重
要

'に
な
：.る
0

あ̂
.み
0て

.
，

’ 
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:
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\

'
'
.年
.々
'の
遞
路
礙
を
糨
成
ず
名
諸
費
目
'の
，
中

，
で

、
，
第
;-
-
*

世
と
匕
ょ
0
ャ
定
ま
る
が
、
利
率
崦
假
霞
に
同
一
^
す
れ
ば
:'
利
^
額
は
建
設
工
事
費
の
大
小
に
ょ
っ
：て
定
ま
り
、
建
設
ェ
事
費
の
大
ー

I

f

 

S
，
設
備
I

I

高
低
、

及
び
■

の
I

等
に
ょ
つ
.て
定
ま
る
？

あ
つ
r
V
要
I

:道

達
 

に
遙
ら
れ
る
ほ
«
益
_々
.多
額
を
要
す
る
.
.の.で
あ
る
_
0
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诈

寺

.■こ
、
.
'
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t
y
s
a
i

V
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了

u
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.
交
ト
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を
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で

あ
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と
す
れ
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に
多
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鋪
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點
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に
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改
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取
言

に

據
れ
ば
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ル
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延
長
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ヰ
.ロ
メ

-

ト

ル

當

り

の

_

裟

比

較

は

左

の
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つ
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定
僻
間
內
に
通
過?>
得
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動
車
裏
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却
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す
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ソ
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得
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l
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故
に
、

速
カ
を
高
め
る
こ
と
は
道
路
の
費
用
を
比
較
的
に
減
少
せ
し
め
る
所
以
と
な
る
，の

\

で
あ
：る
0 .

此
の
こ^

は
*
.
速
カ
獪
川
を
妨
デ 

る
事
情
、
否
、

.一
定
わ
速
力
を
維
持
す
る
こ
I

す
t

浮

る

事

情

m

道
路
•に
關
し
5

に

注
意
す
る
必
要
が

.

あ
る
。 

道
路
の
改
良
が
一
般
‘に
自
動
取
の
侧
に
张
ず
る
費
用
を
節
約
せ
.し
め
る
こ
と

は後
段
に

述
ベ
る
所
の
如
く
で

.

あ
る
、が
、
.猶
そ

れ
は
道
备 

の
侧
に
生
ず
る
栽
用
に
も
節
約
を
來
さ
し
め
る
の
で
あ
つ
、て
，
路
面
の
改
良
、
消
路
上
に
於
け
る
障
故
物
の
撤
去
、
幅
員
の
：急
激
に
狹 

ま
る
個
所
即
ち所

！！

ボ.ッ
_
.
>

ル.

ネ'

タ
ク
：の
除
去
等
は
.、

道
路
費
の
.節
減
の
爲
に
も
當
然
に
必
要

愈
ぶ
と
：
と
宏
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
いo

:(

五
}

麵

'L
て
、
道
路
1
の
運
送
に
於
て
自
動
車
$
側
に
坐
ず
る
瘦
用
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
0
. 

: 

:
v 

.

自
動
車
の
费
用
は
種
々
の
項
目
に
分
た
れ
得
る
。
其
の
分
類
ガ
法
に
も
精
粗
の
別
が
あ
り
、
細
分
す
れ
ば
猶
十
项
旧
に
も
分
け
得
る

力
"

ば
十
疋
离
外
に
纏
め
る
こ
と
も
出
來
る
。
，今
、
比
較
的
S

な
もQ

を
擧
げ
て
見
る
-

U
、

左
の
如
き4-

1
5

目
位
に 

.分
け
る
.と
と
が
出
來
る
:0,

-

.

. 

<

等

の

羞

老

费

灌

_
何
は
、i

取
‘

造
i

f

滿

働
の
單
價
、
5

他
一
切
|

に
ょ
つ
て
不
同
t

鐘

H

、
今
、

一
例
と
し
H

I
簾

I

Q

I
育

I

京 

の
蕾
に
於
て
貨
物
自
動
取
に
就
て
爲
さ
れ
た

1

に
ょ
つ
て
見
る
と

.

各
瞀
の
金
額
は
次
の
如
く
暴

さ

れ

て

居
る
。一
費

目

客
 

類
I

I

も

I

.
致
し
な
い
が
、
大
f

に
1

,

1
と

裏

る

。
使

用

害

r

l

、

■

|

.

韦 

行I

一
千I

百

轩

と

し

て

の

一

，

ヶ

月

當

り

の

費

用

額

で

あ

る

。
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彳
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■
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三
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五
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三
•
〇 

_

:
四
；：

へV
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四
、

M.
九6

-八
•
六 

0
0
6

之

に

ょ

つ

て

視

る

と

、

給

料

:,
^

全

體

の

四

分

の

一

弱

、

ガ

ソ

リ

ン

及

び

モ

ビ

ル

油

費

が

合

せ

：
て

四

分

の

*-
-,、
減
價
銷
却
が
約
六
分
の 

1

强
l

r-
l
め
て
居
り
、
典
の
他
は
何
れ
も
一
割
に
充
た
な
い
こ
と
が
發
見
さ
れ
る
。
.
勿
論
、
'別

.個

の

調

森

に

ょ

れ

ば

別

個

の

結

果

が

現
 

は
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
-'
t

)■?
>
が
、
併
し
、
典
o
各
費
目
の
相
對
的
.軍
要
性
が
.そ

^ ;
-

^

>

-の
場
合
に
見
出
さ
.れ
る
こ
と
に
變
り
は
な
ハ
o 

此
の
相
對
的
重
要
胜
を
知
る
こ
^

は
フ
自
動
車
の
費
用
が
如
何
な
る
亂
分
に
最
も
多
く
要
し
て
居
る
か
、
從
つ
.て

之

を

せ

し

：と
钦

す
る
場
合
に
は
何
れ
の
點
に
著
眼
す
る
を
要
ず
る
か
を
知
る
に
役
立
つ
。：
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自

動

車

運

送

の

寶

用

^

4

ず̂
:̂
:
者

'^
蕾
-
>
^
^
の

場

合

齡

幕

て

へ
{

*
ー
:«
深

は
6
 ̂
一tfr
當
りQ

單
價
を
算
出
す
、

ft
.の
.算
Hi

は

一

ヶ

;5
又
は
一
年
內
に
要
し
た
る
雜
費
用
を
^C

の
期
間
內
'に
'*
行

し

.^
距
離
で
劍
る
こ
と
に
ょ
つ
て
行
は
れ
る
。
此
，の
費
用
單
慣

は

自

動

雄
一
蕞
を
衔
す
る
皆
に
と
つ
て
、
M
に

、
，
同

種

の

自

動

取

を

數

»
有

す

.
る

者̂;
と0.

て
は
.ハ
其
の
車
輛
.に
就
い
て
の
.實
費
で

'«
>
:

り
異
な
る
種
類
の
自
動
取
を
多
數
に
有
す
る
客
に
，：

-y.

つ
て
は
典
？

均
的
實
賢
で
.
f

。
此
の
實
費
を
知
る
こ
と
は
-
響

を

定

め

る
場
合Q

 

i
礎

を

空

f

こ

含

外

f

な
い
。
貨
物
I

乘
客
I

載
し
て
寒
た

#

に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
.其
の
前
後

に

於

て:«
|
-
诹

か

ら

又

は

軍

茆

ま

で

空

艰

で

走

0 -
た
部
分
に
對
し
て
.も
料
金
を
課
-す
る
：と
袞
ふ
，營

業

方

法

を

取
つ
て
居
る
容
に
と
？

も

成

は

_

行
醫
が
何
れ
も
收
人Q

霞

と

な

つ

て

居

乘

富

霞

の

如

き

者

に

と

.つ
て
は
、
S

一
 
產
離
當
り
の
單

價
を
知
る
I

を
以
て
充
分
に
滿
足
し
得
る
で
急

ぅ

。
藍
し
，

S

貸

簾

送

を

行

益

合

に

：は
右
Q

S

費
用
は
其
の
.儘
に
運
賃

の
義
と
せ
ら
れ
得

•ベ
く
、
馨
一
人
又
は

«-
物

|
嗔
禪
位
の
運
賃
を
定
め
る
場
合
に
は
積
讓
カ
を
以
て一.

5

哩
當
仅
の
費
用
を

除

す

‘る

こ

と

に

ょ

つ

て

一

人

又

は

一
噸
當
り
の
費
用
を
見
出
し
て
之
を
速
質
の
裁
礎
と
爲
し
得
る
‘か
ら
で
あ
る
？
併
し
な
が
ら
多
く
の

場
合
に
は
ト
ラ
タ
ク
は
貨
物
を
積
載
し
て
走
づ
た
距
離
に
對
し
て
料
命
卜
課
し
、
タ
ク
シ
丨
は
乘
車
し
た
區
間
に
對
し
て
料
金
を
課

す
る
の
て
あ

つ

て

其
の
前
後
に
於
け
る
{叢

®
行
部
分
に
對

し

，
て

は

料

金

を

課

さ

な

い

。

故
に
、
片
道
を
空
？

走
る
場
合
と
如
、
■連

•

續
し
て
循
環
的
に
器
し
て
居
て
も
.空
車
走
行
.の
割
合
が
相
當
に
大
'な
る
も
の
の
場
合
に
は
、
翬
走
行
距
離
を
趴
て
總
費
用
を
割
.る

に
非
ざ
れ
ば
、
■墨
の
藤
と
爲
し
得
る
單
價
を
得
る
と
は
出
來
な
い
？
現
今
來
凉
附
近
に
於
て
士
フ
；

は
大
體
に
全
裏
距
離
の

五
害
五
分
は
_

走
行
で
あ
る
と
®

は

れ

て

居

る

が

、

此

の

場

合

，に

は

盈

雄

、走
行
割
ん
：：
'た

る

観

五

分

を

金

走

行

距

離

に

乘

じ

た

も

の
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.

. 

で
總
毀
用
を
除
^
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
P
又
、
，昭
和
十
席
五
旧
に
取
京
に
於
て
行
は
れ
た
タ
ク
シ

1

.

業
態
麗
に
現
は
れ
た
所
に
：ょ
れ 

"
ば

;;
;
'
1

:空
ff
<
宠
行
哩
激
は
總
走
行
’陋
數
忙
對
:1
^
て
> 
ハ
ィ
ャ
に
在
て
は
ゴ
ー
七
丄
ハ
汽
流
し
タ
ク
シ
ー
に
在
て
は」

一
一
七
‘
6
气

.：刚
者
嫌

 ̂

に

在

て

驾

^
*七
气
；_總
平
抱
ニ
六
人
％
に
達
:1
,て
居
る
が
$

京
市
役
所
、「

ダ
.ク
_シ
丨
業
態
調
嵛
報
齿」

、
三
六
頁)

、

此

の

：：場

脊

に

： 

篇

費

如

I

走
行
距
離
■

分
，

Q

 
ニ
弱
を
以
て
除
さ
.な
け
れ
ば
、
運
賃
の
義
た
り
得
叠
用
を
得
難
い
の
で
あ
るo

斯
く
わ
る
：こ

.

:
迄̂
4
0そ
取
價
は
當
然
1

€
乂

な

：涔

の

：
で

あ

る

慮

抱

此

め

1

'游
坐
.ず

る
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自

動
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間
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著
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飯
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忙
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各

種

別

々

：
：
に
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奪
す
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必
要
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あ
：今

特

用
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」
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合
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な
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1
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別
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^

0喪
ら
ク
次
^

^

ょ
^
て
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S
I
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r
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^

•
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當
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濱
間 

に
於
^
る
通
：過
»
動
^
靈
^
知
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■
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^
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4
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存
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4
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な
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ぃ
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接
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暴
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つ
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f
簾

靈

る
力
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き
は
之
でI

)
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併
し
|
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し
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も
、
各
場
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に
於
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そ
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ぐ
全
費
用

|
接
|
間
接
|

に
分
_
^
^

に

{
'-
#

り

は

な

い

 

^

0 

T 

^

部

f
不
變
で
ぁ
る
か
ら
、
費
用
金
額
は
距
f

の
關
係
に
於
てf
例
以K

の
I

で
增
f

る
I

I
い
：
の
：
肩

 

1

蒙
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4 .000 *

20,000
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